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Abstract: This paper contrasts V1+dasu compound verbs in Japanese and V+out phrasal verbs in 
English. These forms share a core meaning of “external movement” but analysis reveals differing paths 
of meaning extension. Corpus and experimental data reveal the difficulty of acquisition of V1+dasu 
for L1 English learners of Japanese. The paper argues that the presence or absence of categories 
including “inception”, “disappearance” and “change of shape” can be explained if V1+dasu is 
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表 1 IJASにおける「～出す」の出現頻度（学習者 50名あたり） 
順位 母語 出現頻度 順位 母語 出現頻度 
1 日本語 10 9 タイ語  3 
2 スペイン語・ドイツ語・
ベトナム語・韓国語 
6 10 インドネシア語・ 
英語 
 2 
6 中国語・中国語（台湾） 5 12 トルコ語・ 
ハンガリー語 
 1 
8 ロシア語 4 14 フランス語  0 
 
 






表 2 姫野（2018：88f）による「～出す」の意味分類（実例は前項動詞のみを表示） 

















b. 顕在化 ①顕現 削り、照らし、書き、言い等 
②創出 作り、考え、編み、描き等 
③発見 見、探し、聞き、嗅ぎ等 
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（4） a. ?*飛行機が飛び出した。 
b. ?*街路樹の葉が落ち出した。 



































































5. 調査 1：「～出す」と V+outの対応関係 
 本節では「移動」及び「顕在化」の「～出す」が V+out をはじめとする英語の語句にど
のように対応しているかまたは対応していないかを考察する。代表性を得るために、「Web 
データに基づく複合動詞用例データベース」に出現する 147の「～出す」のうち、姫野（2018）




表 3 「～出す」と V+outの対応傾向（姫野の分類別）  
姫野の分類 V+out その他の不変化詞 単純動詞 全体 
移動 61 0 8 69 
顕在化 20 3 (in:1, up: 2) 9 32 


















S Ltd. has launched a new product. 
（8） 泥棒は店から宝石を盗み出した。 
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表 4 姫野（2018）の「顕在化」に分類される「～出す」と対応する英語表現 

























infuse, extract, brew 
distribute (food) 
light up, illuminate 





devise, invent, work 
out 
carve out 









create, formulate, bear,  
depict, express, show 
weave 
gain, earn, win etc. 
cause, create, produce  













dig out  
dig out  
dig out  
find/seek out 
work out 
見つけ出す find, discover 
 
 最後に、「～出す」に対して upや downなど、out以外の不変化詞に対応する例もいくつ
かあったが、紙幅の都合でこれ以上考察しない。 
 
（11） a. 「顕現」：照らし出す light up, illuminate、煮出す brew, boil down, reduce, extract 
b. 「創出」：考え出す invent, come up with, think up 
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する自動詞文（the rug spread out＝広がった）を考えても、主語に立つ名詞が形状変化を
被るが、動作主ではないため、正確には「再帰」表現ではない。 
 
（12） They spread out a rug on the grass.viii 
彼らは草の上に敷物を広げた。（空間的な伸長） 






























（14） The writer kept grinding out more stories until the magazine agreed to accept 
three of the best ones. （接近可能≒顕在化） 
その作家はさらに続々と作品を作り出し、ついにその雑誌は最も優れた物の中から
三作を掲載することに同意した。 
（15） Grind out your cigarette. （接近不可能≒消失） 










（16） a. 車が速度を落とした。 
   The car slowed {up/down}. 
b. 家が完全に燃えてしまった。 









（17） He coaxed her out of her watch. 
彼はうまくだまして彼女から時計を取り上げた。 
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（18） He ground money out of the poor. 









 本節では「～出す」にないとされる V+outの 3つの用法を考察し、その欠如が「～出す」
が「出現」を表す帰結であると述べた。最後に、表 5 で「～出す」と V+out の（非）対応
関係を示す。 
 
表 5 「～出す」と V+outの（非）対応関係 
用法 「～出す」 V+out 
開始 〇 × 
移動 〇 〇 
顕在化 〇 〇 
消失 × 〇 
形状変化 × 〇 
欺瞞 × 〇 
 








と感じているかとその理由を記述する項目があったが、本稿では第 2 部と第 3 部を主な分
析の対象とする。 













表 6 第 2部の英訳タスクで用いられた文 
























i. サッカー場で満員の観客の中から彼を探し出すのは難い。 顕在化 14 






「持ち出す」を含める例 c.は正解数が 8 にとどまり、学習者の半数近くが例文を正しく
翻訳できていない。「持ち出す」は合成性xiが高く、V1 と V2 の足し算で全体の意味が引き
出せる例である。英語でも、take outなどのように V+outで表現可能である。ところが、
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（19） 例 c.：図書館の本を勝手に持ち出してはいけない。 
You can't just leave the building with library books.  誤訳例（被験者 8） 
It's forbidden to lend a library book to a friend.    誤訳例（被験者 14） 
 
 いうまでもなく、半自動的に「～出す」を V+out に訳するという方法で文を正しく英訳
できないこともあるが、学習者がそのような態度をとっているという証拠はみられない。例




（20） 例 g.：（私は）きのう会った人の名前を思い出せなかった。 
I couldn't remember the name of the person I met yesterday. 正解例（被験者 6） 
 
 第 2部で正解数が最も低かったのは「突き出す」を用いた例 f.である。この例文を正しく
訳した学習者は 5 名のみであった。V+out を用いた学習者は 4 名いたが、いずれも不正解
の回答であった。最も自然な訳文は被験者 8の回答のように outを含まない文である。 
 
（21） 例 18f.：彼は自宅に侵入した男を捕まえて、近くの交番に突き出した。 
He caught the man who broke into his house and turned him into to the nearest 
police station.                       正解例（被験者8） 
He caught the man who snuck into his home and threw him out at the 'kouban'?  
誤訳例（被験者 15） 
He sent out the man who had trespassed his house to the nearest police station.  
誤訳例（被験者 6） 
 
 例 f.と同じ「突き出す」を用いた例 e.は学習者が 11名も正解している。両者の違いは、
例 e.が例 f.より合成性が高いことにあると思われる。例 f.の「突き出す」は、与格名詞「交
番」が内部構造を持っているだけに、日本語でも文字通り「突いて、出す」と言い換えても
事態を正しく表現できない。一方、例 e.では学習者が前項動詞「突く」に対して様々な訳語
（charge, expel, push, send, throw）を選択しているが、「外部移動」の働きかけとなる動
作であることに変わりはないので、英訳がより容易にできたと思われる。 
 
（22） 例 17e.：横綱は相手を土俵の外へ一気に突き出した。 
















表 7 調査第 3部（文の容認度判断） 
文と「正解」 分類 正解数 
l. 警察が捜査に乗り出した。〇 移動 11 
m. 彼女はバスの窓から身を乗り出した。〇 移動 6 




p. 合格者の名前を黒板に書き出す。〇 顕在化 9 
q. この用紙のここにあなたの名前を書き出してください。× 顕在化 7 
r. 彼は新商品のデザインを考え出した。〇 顕在化 12 
s. 考え出してから行動したほうがいい。× 顕在化 11 
t. 彼女の本心を聞き出す。〇 顕在化 13 
u. 先生の説明を聞き出してから、課題を準備する。× 顕在化 10 
v. 急に雨が降り出して、傘を持っていないので、帰れない。〇 開始 13 
w. 梅雨(つゆ)になると、毎日雨が降り出している。× 開始 9 
x. 悲しいときは、がまんしないで泣き出そう。 開始 5 
y. 何が起こったのか分からないが、彼女は道で泣き出した。〇 開始 12 
 
例 q.及び例 x.は述語の特質によって容認されない例である（平叙文であれば同様の文脈





（24） 例 q.：この用紙のここにあなたの名前を書き出してください。（×） 
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ii 「I-JAS は、「多言語母語の日本語学習者横断コーパス（International Corpus of Japanese as a 
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